
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係

令和　７年　２月１４日改訂 
平成２５年　７月　５日 　 製品安全課

商品名等 

（電気用品名等） 

屋外用一体型監視カメラ 

１ 当該商品等の概要 

○用途、機能、性能

当該器は、ファンモーター、サーモスタット、霜取りヒーター、ガラスヒーター

及び加温ヒーターを内蔵するハウジング一体型監視用カメラである。 

 内部温度が上昇したときは、ファンモーターが駆動し換気することにより内部温

度を低下させる。 

外気温が低下したときは、サーモスタットがＯＮ動作することにより霜取りヒー

ター、ガラスヒーター及び加温ヒーターが通電され、ハウジング内の凍結・結露・

凝結を防止する。

○構造、仕様、意匠

主な設置場所：建造物の軒下、外壁面又はポール等

定 格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、１０Ｗ～８０Ｗ（最大）各種

○主な使用者、販売先

企業等

２ 対象・非対象の解釈 

電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。 

（理由） 

 本製品は、凍結・結露・凝結を防止する機能を有するが、ハウジング一体型で

あることから総体を監視用カメラとして取り扱い、「その他の凍結又は凝結防止用

電熱器具」に該当せず、非対象として取り扱うことが妥当と判断する。 


